
 1

 

 

平成 17 年 12 月 15 日 

 

各      位 

埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸一丁目 14 番 11 号 

会 社 名 株 式 会 社 Ｍ Ｃ Ｊ 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.mouse-jp.co.jp/ 

代 表 者 名 代表取締役社長 髙 島  勇 二 

    （東証マザーズ コード番号：6670） 

お問合せ先 取 締 役 入来院 雄介 

     （電話番号 03-3851-3823） 

 

 

 

ＩＴＸキャピタル・イノベーションとの業務提携ＩＴＸキャピタル・イノベーションとの業務提携ＩＴＸキャピタル・イノベーションとの業務提携ＩＴＸキャピタル・イノベーションとの業務提携    

及び投資事業組合を通じたファンドへの出資に関するお知らせ及び投資事業組合を通じたファンドへの出資に関するお知らせ及び投資事業組合を通じたファンドへの出資に関するお知らせ及び投資事業組合を通じたファンドへの出資に関するお知らせ    

 

株式会社ＭＣＪ（本社：埼玉県、代表取締役社長：髙島 勇二、コード：6670）は未公開企業

の成長支援を目的として、ＩＴＸ株式会社（本社：東京都、代表取締役社長：武居 哲彦、コー

ド：2725）のグループ会社である株式会社ＩＴＸキャピタル・イノベーション（以下「ＩＴＸキ

ャピタル・イノベーション」）と業務提携することを決議いたしましたのでお知らせいたします。

本提携に伴い、当社の連結子会社である株式会社ＧＴＩパートナーズが運用・管理するＭＣＪ１

号投資事業組合を通じて、ＩＴＸキャピタル・イノベーションが運営する未公開企業成長支援フ

ァンド「ＩＴＸ－ネクストリーム１号投資事業有限責任組合」へ１億円を出資し、同ファンドの

出資先に対して営業・マーケティング支援等を行って参ります。 

 

記 

 

１．提携の目的とファンドへの出資の理由 

ＩＴＸキャピタル・イノベーションはベンチャーキャピタル（ＶＣ）等から未公開株式や債権

を二次買い取りしたうえで追加投資等を行う新型ファンド「ＩＴＸ－ネクストリーム１号投資事

業有限責任組合（以下「本ファンド」）」を運営しています。 

投資対象としては、株式公開を目指していたものの「ある程度の市場ポジションを獲得した製

品を開発できたが、次に続く製品の開発ができずに事業を伸ばせなかった企業」や、「ある特定の

技術で優位性を持っていながら、営業・マーケティング力やプロジェクトマネージメント能力等

人材不足のため商売に結びつけることができていないといった企業」であり、投資後に新たなる

成長戦略を見出す支援を行っております。 

当社はＩＴＸキャピタル・イノベーションと提携することで、当社の販売ネットワーク等の経

営資源を活かした投資対象先企業の営業等の支援のみならず、将来的な投資対象先企業との資

本・業務提携への展開等を期待しており、投資収益だけでなく新規ビジネスの発掘および開発に

おいて本ファンドを活用していく所存です。
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２．ＩＴＸ－ネクストリーム１号投資事業有限責任組合の概要 

出資金総額   ：最大 50 億円程度（キャピタル・コール方式） 

設立          ：2005年 10 月 

契約期間    ：設立日から５年間（２年間の延長可能） 

無限責任組合員 ：株式会社ＩＴＸキャピタル・イノベーション 

有限責任組合員 ：ＩＴＸ、日本政策投資銀行 他 

 

 

 

３．日程 

 

平成 17年 12月 15日 投資事業有限責任組合契約締結日 

 

 

 

４．本件に関連する会社概要 

 

株式会社ＩＴＸキャピタル・イノベーション 

所在地    ：東京都千代田区霞が関 3-2-5 

代表者      ：代表取締役 萩原 明 

事業内容    ：ファンドの運営他 

設立        ：2003年６月 

資本金      ：40百万円 

 

ＩＴＸ株式会社 

所在地    ：東京都千代田区霞が関 3-2-5 

代表者      ：代表取締役社長 武居 哲彦 

事業内容    ：ＩＴ分野に特化した投資育成事業及び機器販売・サービス 

設立        ：2000年４月 

資本金      ：204億 56百万円 

 

株式会社ＭＣＪ 

所在地      ：埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸 1-14-11 

代表者    ：代表取締役社長 髙島 勇ニ 

事業内容    ：パソコンの製造販売事業及びパーツ・周辺機器の販売事業 

設立        ：1998年８月 

資本金     ：37億 68百万円 

 

 

 

５．業績に与える影響 

 本提携が業績に与える影響は未定でありますが、業績に与える影響が決まり次第開示いたしま

す。 

 

 

以上    


